
菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
時
代

中

谷

伸

生

は
じ
め
に

マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
各
地
で
人
気
を
博
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
二
十
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
の
絵
画
も

ま
た
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
下
に
あ
る
。
長
谷
川
町
子
の
新
聞
連
載
マ
ン
ガ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
が
日
本
社
会
で
喝
采
を
浴

び
る
な
ど
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、
か
つ
て
は
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
マ
ン
ガ
に
「
市
民
権
」
が
与
え

ら
れ
、
二
十
世
紀
末
を
境
に
し
て
、
マ
ン
ガ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
純
粋
美
術
」（
fine
art）
の
領
域
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
傾

向
に
い
ち
早
く
直
観
的
に
対
応
し
た
の
が
大
阪
の
菅
楯
彦
（
一
八
七
八
―
一
九
六
三
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
阪
で
は
今
な
お
底
流
に

「
楯
彦
人
気
」
が
存
在
す
る
が
、
現
在
で
は
、
大
阪
を
離
れ
る
と
、
菅
楯
彦
の
人
気
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
本
美
術
史
上
で
は
、
忘
れ
ら

れ
た
近
代
画
家
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
楯
彦
は
知
名
度
を
落
と
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
最

大
の
理
由
は
、
多
く
の
研
究
者
や
美
術
評
論
家
、
さ
ら
に
、
美
術
愛
好
家
た
ち
が
、
楯
彦
の
絵
画
の
魅
力
を
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
近
代
絵
画
」
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
楯
彦
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
理
解
を
半
減
さ
せ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

近
代
日
本
画
の
流
れ
の
中
で
、
そ
の
作
風
は
あ
ま
り
に
も
個
性
的
で
、
あ
る
意
味
で
、
時
代
の
先
端
を
行
き
過
ぎ
た
こ
と
に
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
楯
彦
は
未
来
の
絵
画
を
見
通
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
楯
彦
自
身
が
明
確
に
意
識
し
て
い
た
と
い

菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
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中
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う
よ
り
は
、
無
意
識
的
に
、
言
い
換
え
れ
ば
感
覚
的
に
、
近
い
未
来
を
先
取
り
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
芸

術
家
と
し
て
の
直
観
的
な
洞
察
力
を
意
味
す
る
。
筆
者
は
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
鳥
取
県
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
没
後

五
十
年
菅
楯
彦
展
―
浪
速
の
枠
雅
人
の
こ
こ
ろ
―
」
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
一
文
を
載
せ
た（

⚑
）。
す
で
に
そ
こ
で
も
語
っ
た
が
、
楯
彦
の
大
き

な
魅
力
は
、
マ
ン
ガ
、
と
り
わ
け
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
登
場
し
た
長
谷
川
町
子
の
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
な
ど
に
典
型
的
な
マ
ン
ガ
の
表

現
を
、
伝
統
的
な
日
本
画
に
お
い
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
誤
解
が
な
い
よ
う
に
述
べ
て
お
く
が
、
楯
彦
が
マ
ン
ガ
を
採
り
入
れ

た
と
い
う
よ
り
も
、
両
者
は
同
時
代
的
な
共
時
的
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
楯
彦
の
絵
画
は
、
様
式
的
に
は
「
さ
っ
ぱ
り
と
し

た
切
れ
味
の
よ
い
フ
ォ
ル
ム
」、「
軽
快
で
爽
や
か
な
人
物
描
写
」、「
ポ
キ
ポ
キ
と
折
れ
る
よ
う
な
簡
潔
で
短
い
線
描
の
重
な
り
」、「
簡
潔

で
無
駄
の
無
い
マ
ン
ガ
で
用
い
ら
れ
る
線
描
」、「
江
戸
時
代
か
ら
続
く
大
阪
の
戯
画
的
性
格
」
が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
色
彩
に
つ

い
て
は
、「
き
わ
め
て
明
快
で
鮮
や
か
な
色
彩
の
並
置
」、「
外
ぐ
ま
を
用
い
た
陰
影
の
あ
る
墨
色
」、「
多
様
で
鮮
や
か
な
色
面
の
あ
ふ
れ

る
よ
う
な
並
置
」
な
ど
が
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
関
係
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
行
い
、
楯
彦

芸
術
の
今
日
的
価
値
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

一

主
題
の
多
様
性
な
ど

菅
楯
彦
の
作
品
群
に
お
い
て
、
マ
ン
ガ
的
な
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
を
如
実
に
示
す
の
は
、《
風
俗
図
巻
（
漫
筆
画
巻
一
）》（
明
治
四
十
年
・

一
九
〇
七
年
大
阪
歴
史
博
物
館
）、《
地
ご
く
変
》（
明
治
四
十
一
年
・
一
九
〇
八
年
大
阪
歴
史
博
物
館
）【
図
⚑
】、《
職
業
婦
人
繪
巻
》

（
大
正
十
年
・
一
九
二
一
年
関
西
大
学
博
物
館
）、《
川
柳
漫
筆
》（
大
正
十
二
年
・
一
九
二
三
年
大
阪
歴
史
博
物
館
）、
二
曲
一
隻
の
《
墨

合
戦
》（
制
作
年
不
明
個
人
蔵
）
な
ど
で
あ
る
。《
川
柳
漫
筆
》
や
《
地
ご
く
変
》
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
大
坂
の
戯
画
作
者
の

耳
鳥
齋
を
彷
彿
さ
せ
る
作
風
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
マ
ン
ガ
と
も
共
通
す
る
戯
画
的
な
作
品
を
論
じ
る
前
に
、
そ
の
底
流
に
あ
る
ア
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ジ
ア
的
な
画
題
に
つ
い
て
作
例
を
解
説
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
楯
彦
が
採
り
上
げ
た
主
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
と
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
で
描
か
れ
続
け
た
東
ア
ジ
ア
の
漢
学
的
な
図
様

に
お
い
て
は
、《
西
王
亀
臺
金
母
》（
大
正
四
年
・
一
九
一
五
年
個
人
蔵
）、《
蓬
莱
仙
殿
》（
制
作
年
不
明
関
西
大
学
図
書
館
）、《
李
白

擧
杯
》（
大
正
十
三
年
・
一
九
二
四
年
個
人
蔵
）、
十
枚
組
の
祝
儀
袋
に
描
か
れ
た
《
飲
中
八
仙
歌
》（
昭
和
四
年
・
一
九
二
九
年
倉
吉

博
物
館
）、《
出
魯
去
衛
》（
昭
和
二
十
八
年
・
一
九
五
三
年
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
）、《
宗
之
擧
觴
》（
制
作
年
不
明
個
人
蔵
）、《
臥
龍

先
生
》（
制
作
年
不
明
個
人
蔵
）
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
、
中
国
の
古
典
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
逸
話
や
故
事
に
対
す
る
楯
彦
の
学
識

の
深
さ
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
最
も
力
を
入
れ
た
楯
彦
の
作
品
群
は
、
有
職
故
実
の
研
究
を
踏
ま
え
た
国
学
的
主
題
の
絵
画
で
、
た
と
え
ば
、

《
仁
徳
天
皇
図
》（
明
治
三
十
五
年
・
一
九
〇
二
年
鳥
取
県
立
博
物
館
）、《
御
神
楽
之
図
》（
明
治
三
十
八
年
・
一
九
〇
五
年
個
人
蔵
）、

《
藤
原
鎌
足
公
》（
明
治
四
十
三
年
・
一
九
一
〇
年
個
人
蔵
）、《
朝
賀
》（
大
正
三
年
・
一
九
一
四
年
倉
吉
博
物
館
）、
六
曲
一
双
の
《
舞

楽
青
海
波
》（
大
正
六
年
・
一
九
一
七
年
倉
吉
博
物
館
）
を
始
め
と
す
る
「
舞
楽
」
の
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
万
葉
集

や
舞
楽
を
題
材
に
す
る
日
本
の
国
学
の
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
楯
彦
は
、
歳
を
経
る
に
つ
れ
て
、
大
阪
の
風
俗
を
作
品
化
す
る
こ
と
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
楯
彦
の
心
を
捉

え
た
の
は
市
民
の
暮
ら
し
と
街
の
賑
わ
い
で
あ
ろ
う
。
楯
彦
は
、
急
速
に
失
わ
れ
て
い
く
大
阪
の
情
景
を
惜
し
ん
で
、
そ
れ
ら
を
江
戸
時

代
の
風
俗
に
重
ね
て
次
々
と
描
き
、「
大
阪
人
」
と
し
て
の
心
意
気
を
表
明
し
た
。
鳥
取
県
で
生
ま
れ
た
楯
彦
は
、
三
歳
の
と
き
に
父
の

盛
南
に
従
っ
て
大
阪
に
出
た
。
以
後
、
八
十
数
年
間
も
大
阪
で
暮
ら
し
、
や
が
て
大
阪
の
土
に
還
っ
た
の
で
あ
る
。
作
品
と
し
て
は
、《
高

津
宮
》（
昭
和
五
年
・
一
九
三
〇
年
個
人
蔵
）、《
浪
速
堀
江
市
之
側
之
図
》（
昭
和
十
年
頃
・
一
九
三
五
年
頃
鳥
取
県
立
博
物
館
）【
図
⚒
】、

《
淀
川
の
す
ず
み
船
》（
昭
和
十
七
年
・
一
九
四
二
年
個
人
蔵
）、《
阪
都
四
つ
橋
》（
昭
和
二
十
一
年
・
一
九
四
六
年
鳥
取
県
立
博
物
館
）、
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《
尻
無
川
の
沙
魚
釣
》（
制
作
年
不
明
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、《
浪
速
堀
江
市
之
側
之
図
》
は
、
楯
彦
の
特

徴
を
よ
く
表
し
た
代
表
作
の
一
点
で
、
大
阪
の
街
並
み
と
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
賑
や
か
な
様
子
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
縦
長
の
画

面
に
沿
っ
て
長
い
商
店
街
を
配
置
し
た
構
成
は
、
無
駄
の
な
い
空
間
処
理
に
伴
っ
て
成
功
し
て
お
り
、
垢
抜
け
し
た
軽
快
な
作
風
も
、
楯

彦
の
力
量
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
。
遠
景
に
見
え
る
家
並
の
描
写
も
、
楯
彦
特
有
の
軽
や
か
な
筆
致
で
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
た
。
失
わ

れ
て
い
く
大
阪
の
風
俗
を
次
々
に
描
く
楯
彦
の
趣
向
に
は
、
大
阪
へ
の
愛
着
が
深
く
沈
潜
し
て
い
た
。

二

大
阪
の
テ
ー
マ

大
阪
の
文
化
や
人
物
に
最
も
力
を
入
れ
た
の
が
、《
浪
速
文
人
図
》（
昭
和
十
四
年
・
一
九
三
九
年
頃
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
）
で

あ
る
。「
浪
速
文
人
図
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
よ
ほ
ど
楯
彦
の
関
心
を
惹
い
た
と
み
え
て
、
本
画
や
下
絵
が
複
数
遺
存
し
て
お
り
、
学
問

と
芸
術
の
一
致
を
求
め
た
楯
彦
の
情
熱
の
根
底
を
明
ら
か
に
す
る
。《
浪
速
文
人
図
》
に
は
井
原
西
鶴
、
片
山
北
海
、
下
河
辺
長
流
、
契

沖
阿
闍
梨
、
中
井
履
軒
、
近
松
門
左
衛
門
、
大
塩
平
八
郎
、
上
田
秋
成
、
与
謝
蕪
村
ら
九
名
の
大
坂
と
関
わ
り
の
あ
る
代
表
的
な
文
人
た

ち
が
描
か
れ
、
彼
ら
を
解
説
す
る
墨
書
を
絵
画
と
混
在
さ
せ
る
画
面
は
、
ま
さ
に
文
人
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
な
お
、

下
絵
《
浪
速
文
人
図
》【
図
⚓
、
⚔
】
で
は
下
河
辺
長
流
と
大
塩
平
八
郎
を
除
い
て
計
七
名
の
文
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

下
絵
の
構
想
段
階
で
、
楯
彦
が
考
え
て
い
た
「
浪
速
の
文
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
描
写
の
方
法
と
し
て
は
、
細
部
に
拘

泥
せ
ず
、
文
人
画
風
に
肥
痩
の
線
描
を
用
い
た
「
大
味
」
の
描
き
方
で
、
軽
快
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
描
か
れ
た
文
人
た
ち
は
、
ま
る

で
座
談
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
和
や
か
に
話
し
合
う
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
背
後
の
空
間
を
埋
め
尽
く
す
楯
彦
特
有

の
鋭
い
形
態
に
よ
る
個
性
的
な
書
の
造
形
も
、
人
物
の
輪
郭
線
を
象
る
切
れ
切
れ
の
線
描
と
調
和
し
て
お
り
、「
文
人
」
と
い
う
内
容
を

画
面
全
体
で
解
説
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
隅
々
ま
で
描
き
込
ま
な
い
ラ
フ
な
人
物
描
写
は
、
緊
張
感
を
解
き
ほ
ぐ
す
役
割
を
果
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た
し
て
お
り
、「
文
人
画
」
の
趣
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
画
と
書
が
混
在
す
る
画
面
構
成
は
、
詩
書
画
三
絶
の
文
人
的
理
想
を

表
明
し
て
お
り
、
絵
画
に
打
ち
込
み
、
学
問
を
深
め
よ
う
と
し
た
楯
彦
の
生
き
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
、
東
西
の
代
表
的
な
日
本
画
家
と
し
て
、
東
の
鏑
木
清
方
に
対
し
て
、
西
の
菅
楯
彦
と
も
言
わ
れ
、
両
者
の
風
俗
画
を
集
成
し

て
出
版
さ
れ
た
画
集
『
東
京
と
大
阪
』
が
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
毎
日
新
聞
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
作
品
群
は
、
清

方
の
抒
情
的
で
潤
い
の
あ
る
作
風
に
対
し
て
、
楯
彦
の
そ
れ
は
、
ま
さ
に
切
れ
味
の
鋭
い
簡
潔
さ
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
ま
り
に

も
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
作
風
は
、
い
わ
ゆ
る
純
粋
絵
画
の
枠
組
を
逸
脱
し
て
い
た
た
め
、
近
代
的
な
作
風
に
つ
い
て
の
様
式
的
価
値
評
価
が

続
く
時
代
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
国
粋
的
な
テ
ー
マ
と
も
相
俟
っ
て
、
美
術
史
研
究
者
や
美
術
評
論
家
た
ち
か
ら
、「
深
み
の
無
い
絵
画
」、

「
挿
絵
風
の
説
明
的
な
絵
画
」
と
い
う
浅
薄
な
理
解
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
本
質
を
見
逃
さ
れ
て
、
大
き
な
誤
解
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

画
集
『
東
京
と
大
阪
』
の
中
か
ら
秀
逸
な
一
点
《
雪
夜
か
き
船
》【
図
⚕
】
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
牡
蠣
船
と
い
う
の
は
、
大
川
の
支

流
に
架
か
る
橋
の
た
も
と
に
浮
か
ぶ
船
の
料
亭
で
、
寒
い
夜
に
石
の
階
段
を
下
り
て
船
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
衝
立
で
仕
切
ら
れ
た
座
敷

が
あ
り
、
熱
燗
の
酒
が
客
を
な
ご
ま
せ
る
別
天
地
と
な
っ
て
い
る
。
冬
の
初
め
に
船
で
広
島
か
ら
販
売
用
の
牡
蠣
と
、
船
内
を
料
亭
に
し

つ
ら
え
る
た
め
の
家
財
道
具
を
積
ん
で
大
阪
に
運
び
、
橋
の
た
も
と
で
船
座
敷
を
開
い
て
客
を
迎
え
た
と
い
う
。
春
に
な
る
と
、
大
阪
で

仕
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
品
を
満
載
し
て
広
島
に
帰
る
と
い
う
ま
こ
と
に
合
理
的
な
商
売
手
法
で
あ
っ
た（

⚒
）。
画
面
で
は
、
雪
の
ち
ら
つ
く

夜
、
娘
を
連
れ
て
牡
蠣
船
に
入
ろ
う
と
す
る
中
年
の
婦
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
着
物
の
裾
を
か
ら
げ
な
が
ら
歩
む
、
う
つ
む
き
加
減
の
女

性
の
姿
は
麗
し
い
。
さ
り
げ
な
い
日
常
の
一
コ
マ
を
絵
画
化
す
る
楯
彦
の
眼
は
暖
か
い
。
一
見
す
る
と
、
挿
絵
風
の
説
明
的
な
絵
画
に
も

思
え
る
が
、
こ
の
明
快
な
作
風
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
鑑
賞
者
に
は
、
楯
彦
の
本
質
は
理
解
で
き
な
い
。
な
お
、
こ
の
作
品
に

は
、
本
絵
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
図
様
は
左
右
逆
で
、
ほ
ぼ
同
様
の
構
図
で
あ
る
が
、
細
部
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
異
同
が
あ
る
。
大
阪
の

菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
時
代
（
中
谷
）
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特
色
あ
る
風
俗
で
も
あ
る
牡
蠣
船
の
主
題
を
、
楯
彦
は
か
な
り
気
に
入
っ
て
軽
妙
に
描
い
て
お
り
、
そ
の
ま
と
ま
り
の
良
さ
と
洒
落
た
性

格
は
、
楯
彦
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
も
の
で
、
鏑
木
清
方
の
卓
上
絵
画
の
洗
練
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。『
東
京
と
大
阪
』

に
掲
載
さ
れ
た
十
二
図
に
触
れ
て
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
、
楯
彦
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
阪
の
地
、
屢
天
子
の
都
し
給
ふ
所
、
其
遺
蹟
続
々
と
し
て
現
る
ゝ
は
由
々
し
き
事
な
り
。
邦
畿
民
の
止
ま
る
所
、
人
情
淳
順
と
云

ふ
べ
く
、
他
郷
の
人
を
も
容
れ
て
吝
な
ら
ず
。
郭
末
に
は
古
き
子
孫
を
も
残
り
ゐ
る
も
床
し
。
天
王
寺
、
木
津
、
難
波
、
野
田
、
福

島
辺
に
は
小
野
妹
子
、
秦
、
川
勝
の
一
族
、
守
屋
の
遠
孫
、
河
内
に
は
長
随
彦
の
末
と
称
す
る
も
居
れ
り
。
余
、
阪
都
に
住
す
る
事

八
十
数
年
。
未
だ
他
郷
に
移
る
事
無
し
。
稚
時
よ
り
あ
ち
こ
ち
に
転
住
す
る
事
四
十
年
。
ほ
ゝ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
人
情
風
俗
、
言
語

を
知
れ
り（

⚓
）。

楯
彦
の
簡
潔
な
作
風
は
、
戦
後
の
美
術
史
学
や
美
術
批
評
に
お
け
る
絵
画
に
対
す
る
価
値
観
、
す
な
わ
ち
、「
色
彩
の
諧
調
を
複
雑
に

塗
り
分
け
る
」、「
調
和
の
と
れ
た
微
妙
な
色
彩
を
用
い
る
」、「
筆
触
の
微
妙
な
痕
を
活
か
す
」、「
説
明
的
で
挿
絵
風
の
絵
画
を
排
除
す
る
」

と
い
う
近
代
的
な
「
絵
画
」（
painting,tableau）
観
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
要
す
る
に
、
美
術
史
研
究
者
の
多
く
は
、

楯
彦
自
身
が
意
図
的
に
そ
う
し
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
結
果
的
に
マ
ン
ガ
の
表
現
法
に
接
近
し
た
楯
彦
の
画
面
の
斬
新
さ
を
理
解
で

き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て
、
東
京
を
中
心
と
す
る
日
本
美
術
史
研
究
の
確
立
に
よ
っ
て
、
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
以
来
の
「
大
阪

と
い
う
地
域
で
生
ま
れ
た
美
術
の
排
除
」
が
な
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
、
大
阪
の
中
心
に
い
た
楯
彦
も
排
除
さ
れ
た
。
江
戸
時
代

に
三
都
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
大
坂
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
以
後
、
日
本
美
術
史
は
、
東
京
と
京
都

の
美
術
史
と
し
て
確
立
し
て
い
く
。
日
本
近
代
美
術
史
の
バ
イ
ブ
ル
で
も
あ
っ
た
土
方
定
一
の
『
日
本
の
近
代
美
術
』（
岩
波
新
書
、
一

關
西
大
學
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文
學
論
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九
六
六
年
）
か
ら
除
外
さ
れ
た
楯
彦
の
運
命
は
、
大
阪
の
北
野
恒
富
ら
に
対
す
る
評
価
と
同
様
に
、
い
わ
ゆ
る
「
中
央
」
か
ら
外
さ
れ
、

大
阪
に
お
い
て
の
み
評
価
さ
れ
る
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
入
っ
て
、
近
代

絵
画
が
終
焉
し
つ
つ
あ
る
中
、
日
本
の
美
術
も
新
た
な
段
階
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
て
、
今
一
度
、

楯
彦
の
再
検
討
、
再
評
価
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三

片
ぼ
か
し
の
技
法

菅
楯
彦
の
代
表
作
の
一
点
は
、
奥
谷
秋
石
、
阪
正
臣
、
山
本
行
範
と
の
共
同
制
作
《
き
つ
ね
よ
め
い
り
の
巻
》（
大
正
十
一
年
・
一
九

二
二
年
関
西
大
学
図
書
館
）【
図
⚖
】
で
あ
る
。
稲
荷
神
社
に
因
む
こ
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
か
つ
て
詳
し
く
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
再
び
採
り
上
げ
て
、
近
代
絵
画
の
中
で
も
一
風
変
わ
っ
た
こ
の
秀
作
に
言
及
す
る（

⚔
）。
画
巻
形
式
の
《
き
つ
ね
よ
め
い
り
の
巻
》

は
、
菅
楯
彦
の
絵
画
、
奥
谷
秋
石
の
絵
画
を
中
心
に
配
し
て
、
巻
頭
の
題
歌
を
阪
正
臣
が
墨
書
で
記
し
、
巻
末
の
謡
曲
を
山
本
行
範
が
墨

書
で
記
す
と
い
う
四
名
に
よ
る
計
五
面
か
ら
成
る
合
作
と
な
っ
て
い
る
。
五
面
の
内
容
は
、
阪
正
臣
に
よ
る
「
題
歌
」、
奥
谷
秋
石
に
よ

る
「
稲
荷
山
図
」
と
「
武
蔵
野
図
」、
菅
楯
彦
に
よ
る
「
狐
の
嫁
入
り
」、
山
本
行
範
に
よ
る
「
謡
曲
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。
巻
頭
の
阪
正

臣
に
よ
る
題
歌
は
、
流
麗
な
書
法
に
よ
っ
て
、「
い
な
り
や
ま
、
し
た
に
や
つ
れ
し
す
き
の
は
も
、
み
ど
り
ふ
か
む
る
、
は
る
は
き
に
け
り
」

と
詠
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
楯
彦
の
「
狐
の
嫁
入
り
」
の
画
面
は
、
幕
末
期
に
数
多
く
制
作
さ
れ
た
画
題
で
あ
り
、
復
古
的
な

作
品
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
片
ぼ
か
し
の
水
墨
技
法
や
そ
の
出
来
映
え
か
ら
い
っ
て
、
楯
彦
の
代
表
的
な
一
点
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
絵
画
で
あ
ろ
う
。

大
勢
の
狐
た
ち
が
、
花
嫁
を
乗
せ
た
駕
籠
と
嫁
入
り
道
具
を
担
い
で
行
列
は
進
ん
で
行
く
。
画
面
右
下
に
「
楯
彦
」
の
墨
書
と
「
楯
彦
」

の
朱
文
長
方
印
が
見
ら
れ
る
。
最
終
場
面
に
は
、
山
本
行
範
が
「
日
は
て
り
な
が
ら
小
雨
ふ
る
、
い
な
り
の
山
を
た
ち
い
で
て
（
以
下
略
）」

菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
時
代
（
中
谷
）
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と
狐
の
嫁
入
り
が
武
蔵
野
、
す
な
わ
ち
江
戸
に
到
着
す
る
こ
と
を
謡
っ
て
い
る
。
狐
た
ち
の
姿
は
、
墨
の
み
で
描
か
れ
、
い
わ
ゆ
る
片
ぼ

か
し
の
手
法
を
用
い
て
輪
郭
が
と
ら
れ
て
い
る
。
墨
の
色
は
あ
く
ま
で
も
美
し
く
、
ま
こ
と
に
し
ぶ
い
画
面
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。
同
様
の
片
ぼ
か
し
の
手
法
を
用
い
た
作
品
と
し
て
は
、
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
の
六
曲
一
双
《
春
宵
宜
行
》（
倉
吉
博

物
館
）、
翌
年
の
《
春
宵
宜
行
》（
鳥
取
県
立
博
物
館
）【
図
⚗
】
お
よ
び
制
作
年
不
明
に
よ
る
同
主
題
の
絵
画
が
遺
存
し
て
お
り
、
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
フ
ラ
ン
ス
美
術
展
」
に
出
品
さ
れ
た
《
春
宵
宜
行
》
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
買
い
上
げ
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
後
年
の
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
も
、
片
ぼ
か
し
の
技
法
を
使
っ
た
《
高
津
宮
秋
景
》（
大
阪
歴
史
博
物
館
）
が
描

か
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
風
俗
を
描
い
た
こ
の
技
法
は
、
前
田
青
邨
の
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
作
《
漢
水
の
夕
》
を
想
起
さ
せ
る

が
、
楯
彦
の
片
ぼ
か
し
は
、
そ
れ
よ
り
も
四
年
ほ
ど
早
く
、
そ
の
観
点
か
ら
い
っ
て
も
重
要
な
絵
画
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、《
き
つ
ね
よ

め
い
り
の
巻
》
の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
と
い
う
制
作
年
か
ら
い
え
ば
、
日
本
美
術
院
の
青
邨
ら
の
大
正
期
の
作
風
を
先
駆
す
る
絵

画
で
あ
っ
て
、
近
代
の
日
本
画
に
お
け
る
楯
彦
独
自
の
表
現
技
法
の
重
要
さ
が
仄
め
か
さ
れ
る
。
墨
の
ぼ
か
し
、
に
じ
み
の
効
果
は
、
絹

地
の
織
り
目
に
そ
っ
て
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
表
現
も
ま
た
い
っ
そ
う
味
わ
い
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
狐
た
ち
が
手
に
持
つ
九
つ

の
提
灯
は
、
金
泥
を
薄
く
塗
り
込
め
た
黄
色
い
光
を
放
ち
、
そ
の
上
に
赤
い
宝
珠
の
模
様
が
添
え
ら
れ
た
。
金
泥
は
提
灯
の
明
り
に
は
薄

く
、
提
灯
の
取
手
の
部
分
に
は
厚
く
塗
ら
れ
た
。
加
え
て
、
花
嫁
が
乗
る
駕
籠
に
も
金
泥
で
模
様
が
描
か
れ
、
行
列
の
周
囲
に
浮
か
ぶ
火

の
玉
の
よ
う
な
形
態
も
、
金
泥
で
あ
る
。
墨
と
金
、
そ
れ
に
わ
ず
か
な
赤
を
使
っ
た
画
面
は
、
渋
く
て
華
や
か
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
厚
で
あ
る
。
横
長
の
画
面
全
体
と
し
て
は
、
余
白
の
背
景
か
ら
狐
た
ち
の
行
列
が
影
絵
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
り
、

洗
練
さ
れ
た
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
無
表
情
で
歩
む
狐
た
ち
の
行
列
は
、
神
秘
感
を
高
め
て
お
り
、
厳
か
な
神
事
が
行

わ
れ
て
い
る
印
象
で
あ
る
。《
き
つ
ね
よ
め
い
り
の
巻
》
は
、
楯
彦
の
代
表
作
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
正
期
の
絵
画
史
上
に
お
け
る
注
目

す
べ
き
隠
れ
た
一
点
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
必
ず
し
も
マ
ン
ガ
的
と
は
言
え
な
い
が
、
写
実
的
技
法
を
排
し
た
狐
た
ち
の
顔
の
描
写
や

關
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大
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画
面
全
体
の
雰
囲
気
か
ら
、
マ
ン
ガ
的
表
現
と
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
と
も
い
え
な
い
。

四

国
学
と
漢
学
の
内
容
か
ら
マ
ン
ガ
的
作
風
の
誕
生
へ

楯
彦
の
絵
画
群
を
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
頃
に
制
作
さ
れ
た
双
幅
の
《
御
神
楽
之
図
》（
絹
本
著
色
）
は
、

落
ち
着
い
た
色
調
に
的
確
で
無
駄
の
な
い
作
風
で
あ
る
。
近
代
日
本
画
の
表
現
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
説
明
的
な
線
描
に
よ
る
人
物
描
写

と
見
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
楯
彦
の
原
点
が
あ
る
。
こ
の
描
写
を
「
拙
い
」
と
言
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
楯
彦
へ
の
無
理

解
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
渋
い
墨
色
で
画
面
を
ま
と
め
な
が
ら
、
無
駄
の
な
い
線
描
で
人
物
を
形
づ
く
る
。
建
物
の
屋
根
の
部
分
に
刷

か
れ
た
雲
煙
の
よ
う
な
白
い
絵
具
は
、
古
代
の
雰
囲
気
を
い
や
が
上
に
も
高
め
て
い
る
。
多
少
と
も
明
治
前
半
期
の
絵
画
を
想
起
さ
せ
る

が
、
決
し
て
古
め
か
し
い
絵
画
で
は
な
く
、
日
本
美
術
院
の
作
風
に
も
通
じ
る
近
代
性
を
具
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
の
古
代
世

界
へ
の
憧
れ
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
《
朝
賀
》（
倉
吉
博
物
館
）
に
も
見
ら
れ
、
線
描
の
み
に
よ
る
朝
廷
の
臣
下
三
名
が
、
天

皇
と
皇
后
に
新
年
の
挨
拶
を
行
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
国
学
に
心
酔
し
た
楯
彦
の
「
お
も
い
」
の
籠
る
佳
品
で
あ
ろ
う
。
画
賛
に
金
泥

を
用
い
る
な
ど
、
垢
抜
け
し
た
セ
ン
ス
が
う
か
が
え
る
。
同
様
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
思
わ
れ
る
下
絵
《
朝
賀
の
人
物
》（
個
人
蔵
）【
図
⚘
】

が
残
っ
て
お
り
、
簡
潔
に
引
か
れ
た
線
描
は
美
し
い
。
こ
う
し
た
描
写
法
は
、
制
作
年
不
明
で
個
人
蔵
の
六
歌
仙
《
小
野
小
町
》、《
大
伴

黒
主
》、《
在
原
業
平
》、《
文
屋
康
秀
》
を
採
り
上
げ
た
絵
画
や
《
喜
撰
法
師
》
や
《
僧
正
遍
照
》
を
採
り
上
げ
た
作
品
に
顕
著
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
垢
抜
け
し
た
爽
や
か
さ
が
見
ど
こ
ろ
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
推
測
で
は
あ
る
い
が
、
日
本
の
古
代
社
会
の
人
物
を
西
洋
風
の
濃
い

絵
具
で
塗
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、《
朝
賀
》
と
相
前
後
す
る
大
正
期
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

《
小
野
小
町
》
と
同
様
に
、
昔
の
高
貴
な
女
性
を
描
い
た
下
絵
《
女
性
像
》（
個
人
蔵
）【
図
⚙
】
が
遺
存
し
て
お
り
、
衣
装
を
整
え
る
女

性
の
姿
や
顔
貌
表
現
は
、
洗
練
さ
れ
て
い
て
楯
彦
の
力
量
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
マ

菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
時
代
（
中
谷
）
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ン
ガ
の
表
現
に
と
っ
て
は
基
本
と
な
る
線
描
の
組
み
立
て
が
無
駄
な
く
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

さ
て
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
《
天
人
霞
佩
飄
颻
僊
楽
図
》（
個
人
蔵
）
は
、
法
隆
寺
壁
画
の
天
女
の
よ
う
に
、
笙
を
吹
き
な

が
ら
山
野
を
飛
翔
す
る
天
女
の
姿
が
華
麗
な
線
描
で
描
か
れ
て
い
る
。
青
の
中
の
赤
が
利
い
て
い
て
、
渋
さ
の
中
に
も
華
や
か
さ
を
見
て

と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
飲
中
八
仙
を
扱
っ
た
作
品
は
、
そ
の
構
想
の
基
礎
と
な
る
小
袋
大
の
《
飲
中
八
仙
歌
》（
一
九
二
九
年
）

と
の
、
い
わ
ば
兄
弟
作
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
絵
画
も
、
小
画
面
で
下
絵
風
で
あ
る
と
は
い
え
、
垢
抜
け
し
た
楯
彦
の
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
。
画
面
に
は
四
国
か
ら
大
阪
に
移
っ
て
活
動
し
た
二
人
の
人
物
、
近
藤
尺
天
の
漢
詩
と
矢
野
橋
村
の
賛
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
モ

テ
ィ
ー
フ
を
扱
っ
た
作
品
も
複
数
遺
さ
れ
て
お
り
、
楯
彦
の
好
ん
だ
画
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
モ
テ
ィ
ー
フ
、
同
じ
主
題
を
繰

り
返
し
描
い
た
こ
と
で
、「
同
種
の
作
品
を
描
き
散
ら
し
て
い
る
」

（
⚕
）

と
酷
評
さ
れ
た
楯
彦
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
画
家
た
ち
は
、
同
じ

画
題
を
繰
り
返
し
描
い
て
も
、
何
ら
の
批
判
も
受
け
て
い
な
い
。
楯
彦
が
そ
の
こ
と
で
批
判
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
楯
彦
を
「
美
術
」

と
し
て
の
「
近
代
絵
画
」
の
枠
内
で
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
楯
彦
に
も
独
自
の
近
代
的
性
格
が
認
め
ら
れ
る
が
、
一
方

で
、
半
ば
近
代
を
脱
し
た
作
風
へ
と
向
か
っ
た
楯
彦
に
対
し
て
は
、
同
主
題
、
同
モ
テ
ィ
ー
フ
の
複
数
制
作
へ
の
批
判
は
的
外
れ
で
あ
る
。

昭
和
五
年
（
一
九
二
九
）
の
《
汝
陽
王
逢
麹
車
》（
倉
吉
博
物
館
）【
図
10
】
は
、
杜
甫
の
「
飲
中
八
仙
歌
」
を
画
題
に
し
て
、
全
面
青

の
地
に
汝
陽
王
を
描
い
た
秀
作
で
あ
る
。
伴
を
連
れ
て
道
を
行
く
中
国
唐
時
代
の
酒
豪
の
汝
陽
李
璡
が
、「
毎
朝
三
斗
の
酒
を
飲
み
、
出

勤
途
中
で
酒
を
積
ん
だ
車
に
出
会
い
、
涎
を
垂
ら
し
た
」
と
語
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
酒
の
壺
を
振
り
返
る
汝
陽
王
の
未
練
が
ま
し
い
表

情
に
も
味
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
絵
画
で
い
え
ば
、
長
崎
派
風
の
印
象
を
与
え
る
、
バ
ッ
ク
を
青
で
塗
り
こ
め
た
画
面
は
、
中
国
の
故
事

を
描
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
簡
潔
な
線
描
を
用
い
て
描
か
れ
た
三
人
の
人
物
は
、
垢
抜
け
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
画
面
の
右
側
に

は
、
近
藤
石
天
が
篆
書
で
汝
陽
王
の
逸
話
を
語
り
、
左
上
に
は
楯
彦
に
よ
る
草
書
体
の
自
画
賛
が
書
か
れ
た
。「
飲
中
八
仙
歌
」
と
い
え

ば
、
楯
彦
が
好
ん
だ
人
物
の
ポ
ー
ズ
が
あ
る
。
八
仙
の
一
人
で
美
少
年
の
崔
宗
之
は
、
酒
杯
を
手
に
持
っ
て
高
く
挙
げ
、
青
空
に
目
を
向
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西
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け
れ
ば
、
そ
の
輝
か
し
い
姿
は
、
美
し
い
樹
木
が
風
に
揺
ら
れ
る
か
の
よ
う
だ
、
と
歌
わ
れ
た
。
杯
を
高
く
挙
げ
た
独
特
の
ポ
ー
ズ
は
、

楯
彦
の
絵
ご
こ
ろ
を
く
す
ぐ
っ
た
と
み
え
、《
宗
之
擧
觴
》（
制
作
年
不
詳
・
個
人
蔵
）
や
下
絵
《
杯
を
挙
げ
る
崔
宗
之
》（
個
人
蔵
）【
図

11
】
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
崔
宗
之
の
み
な
ら
ず
、《
大
伴
旅
人
卿
》（
制
作
年
不
詳
・
個
人
蔵
）、《
李
白
擧
杯
》（
大
正
十
三
年
・
一
九

二
四
年
個
人
蔵
）
に
お
い
て
も
こ
の
ポ
ー
ズ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
《
金
比
羅
船
》（
鳥
取
県
立
博
物
館
）【
図
12
、
13
】
は
、
改
組
第
二
回
日
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
で

あ
る
。
大
漁
の
騒
ぎ
の
中
、
鉦
や
太
鼓
を
鳴
ら
す
人
々
が
活
き
活
き
と
描
か
れ
、
船
に
は
数
多
く
の
幟
が
立
ち
並
び
、
彼
方
に
赤
い
太
陽

が
昇
っ
て
い
る
。
小
舟
に
乗
っ
て
大
き
な
船
に
近
づ
き
、
大
き
な
鯛
を
持
ち
上
げ
て
、
手
渡
そ
う
と
す
る
漁
師
た
ち
の
姿
が
、
闊
達
に
描

か
れ
、
そ
の
マ
ン
ガ
風
の
顔
の
描
写
は
、
近
代
の
主
流
と
言
わ
れ
る
日
本
画
か
ら
見
れ
ば
、
ま
こ
と
に
説
明
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
軽
快

な
人
物
描
写
と
人
々
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
表
情
は
、
楯
彦
様
式
の
特
徴
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
作
風
は
弟
子
の
生
田
花
朝
に
も
引
き
継

が
れ
た
。
画
面
全
体
は
、
淡
い
赤
系
統
の
色
彩
で
統
一
感
を
見
せ
て
い
る
。
人
物
を
象
る
ポ
キ
ポ
キ
と
折
れ
る
よ
う
な
線
描
は
爽
快
で
あ

り
、
画
面
の
あ
ち
こ
ち
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
赤
い
色
の
班
片
も
、
最
上
部
の
赤
い
太
陽
と
呼
応
し
て
全
体
を
統
一
す
る
役
目
を
果
た
し
て

お
り
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
切
れ
味
の
よ
い
絵
画
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
人
物
の
表
情
や
身
体
を
描
く
線
描
は
、
マ
ン
ガ
の
手
法
で
あ
り
、

多
少
と
も
西
洋
の
画
法
を
採
り
入
れ
た
「
純
粋
美
術
」
と
し
て
の
近
代
日
本
画
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、《
金
比
羅

船
》
に
登
場
す
る
漁
師
た
ち
の
顔
貌
表
現
は
、
目
、
鼻
、
口
な
ど
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
聞
四
コ
マ
・
マ
ン
ガ
、
た
と
え
ば
、
昭
和

二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
か
ら
『
夕
刊
フ
ク
ニ
チ
』
で
連
載
が
始
ま
っ
た
長
谷
川
町
子
（
一
九
二
〇
―
一
九
九
二
）
の
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

や
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
か
ら
『
毎
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
横
山
隆
一
（
一
九
〇
九
―
二
〇
〇
一
）
の
「
フ
ク
ち
ゃ
ん
」
な
ど

の
人
物
描
写
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
、
楯
彦
と
同
時
代
の
マ
ン
ガ
表
現
と
の
共
通
項
を
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
た
線
描
の
特
徴
は
、
昭
和

三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
の
祭
り
に
取
材
し
た
《
神
倉
秋
景
》（
鳥
取
県
立
博
物
館
）
に
登
場
す
る
人
物
の
顔
貌
表
現
【
図
14
】
で
は
、

菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
時
代
（
中
谷
）
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さ
ら
に
マ
ン
ガ
的
に
処
理
さ
れ
た
。
要
す
る
に
、《
金
比
羅
船
》
な
ど
は
、
明
る
く
爽
や
か
で
、
対
象
を
明
快
に
描
く
楯
彦
様
式
の
完
成

を
意
味
し
て
お
り
、「
タ
ッ
チ
の
微
妙
な
味
わ
い
」
と
か
「
色
調
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
雰
囲
気
」
と
い
っ
た
近
代
絵
画
に
特
有
の
性
格

は
微
塵
も
見
ら
れ
な
い
。
同
様
の
作
例
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
《
赤
日
浪
速
人
》（
大
阪
市
）、
や
は
り
同
じ
頃
の
《
鯛
あ
み
》

（
高
島
屋
資
料
館
）、《
魚
市
》（
個
人
蔵
）
な
ど
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
大
阪
の
風
土
に
根
ざ
す
作
風
は
、
数
多
く
遺
存
す
る
下
絵
類
に
明
白
に
現
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
下
絵
《
一
休
と
虎
》（
昭

和
十
五
年
頃
・
一
九
四
〇
年
頃
個
人
蔵
）【
図
15
】
で
は
、
ま
さ
に
マ
ン
ガ
と
い
っ
て
も
よ
い
線
描
が
生
き
生
き
と
駆
使
さ
れ
て
い
る
。

描
か
れ
た
虎
を
縛
る
よ
う
に
と
殿
様
か
ら
命
じ
ら
れ
た
一
休
が
、「
そ
れ
な
ら
ま
ず
虎
を
絵
の
外
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
頓
智
を
利
か

す
有
名
な
話
を
描
い
て
い
る
。
大
き
く
口
を
開
け
た
一
休
の
表
情
は
、
と
ぼ
け
た
滑
稽
さ
を
見
せ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
一
世
を
風
靡
し
た
マ
ン
ガ
の
顔
貌
表
現
で
あ
る
。
加
え
て
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
の
下
絵
《
楽
器
を
奏
で
る
人
た

ち
》（
個
人
蔵
）【
図
16
】
も
ま
た
、
古
代
風
の
衣
装
を
着
た
五
人
の
男
た
ち
が
、
一
人
は
鼓
を
叩
き
、
そ
の
隣
の
二
人
が
太
鼓
を
叩
き
、

そ
の
後
ろ
に
い
る
一
人
が
ハ
ー
プ
を
弾
き
、
も
う
一
人
が
た
て
笛
を
吹
く
姿
で
表
さ
れ
、
そ
の
と
ぼ
け
た
表
情
か
ら
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

雰
囲
気
を
漂
わ
す
楯
彦
特
有
の
人
物
像
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
日
本
の
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
国
際
的
に
隆
盛
す
る
流
れ
に
棹
さ
し
て
、「
近
代
絵
画
」
の
性
格
か
ら
脱
却
し
た
奈
良

美
智
（
一
九
五
九
―
現
在
）
ら
の
マ
ン
ガ
風
の
作
品
が
国
際
的
な
評
価
を
受
け
る
中
、
楯
彦
の
先
駆
的
な
作
品
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
楯
彦
の
作
品
を
復
古
的
な
作
風
だ
と
見
る
前
に
、
大
き
く
観
点
を
変
え
て
、
そ
こ
に
は
現
代
的
な
大
き
な
魅
力
が
見
て
と
れ
る
こ
と

を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
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五

菅
楯
彦
の
交
友
関
係
と

楯
彦
の
交
友
関
係
は
広
く
、
矢
野
橋
村
、
近
藤
尺
天
、
生
田
南
水
、
津
田
青
楓
、
北
野
恒
富
、
前
田
青
邨
、
鏑
木
清
方
、
横
山
大
観
、

小
杉
放
庵
ら
の
名
前
が
挙
が
る
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
か
ら
山
本
梅
崖
（
憲
）
に
師
事
し
て
漢
学
を
、
翌
年
か
ら
は
本
居
派
の

鎌
垣
春
岡
に
国
学
や
有
職
故
実
を
学
び
、
以
後
、
宗
教
史
や
雅
楽
の
研
究
に
も
範
囲
を
広
げ
、
木
村
蒹
葭
堂
を
顕
彰
す
る
祭
を
催
し
、
蒹

葭
堂
の
肖
像
画
を
描
く
な
ど
、
大
阪
の
文
化
振
興
に
力
を
注
い
だ
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）、
楯
彦
は
、
国
学
の
師
鎌
垣
春
岡
か
ら
、「
楯
彦
」
の
号
を
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
号
は
「
国
を
守
る
男

子
」
と
い
う
意
味
で
、『
万
葉
集
』
巻
二
〇
の
防
人
の
詠
ん
だ
歌
「
今
日
よ
り
は
顧
み
な
く
て
大
君
の
醜
の
御
楯
と
出
で
立
つ
わ
れ
は
」

に
基
づ
く
と
推
測
さ
れ
る（

⚖
）。
ま
た
、
落
款
の
「
浪
速
御
民
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
『
万
葉
集
』
巻
六
の
防
人
の
歌
「
御
民
わ
れ
生
け
る

し
る
し
あ
り
天
地
の
栄
ゆ
る
時
に
あ
へ
ら
く
思
へ
ば
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、「
菅
」
の
印
章
は
、
幕
末
の
復
古
大
和
絵

画
家
で
あ
る
冷
泉
為
恭
の
「
菅
」
の
印
章
に
酷
似
し
て
お
り
、
楯
彦
が
為
恭
に
私
淑
し
て
心
酔
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る（

⚗
）。
こ
う

し
た
国
学
や
復
古
的
な
雰
囲
気
が
、
戦
後
の
社
会
の
中
で
軽
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
日
的
な
視
野
か
ら
見
れ
ば
、
楯
彦
は
、
独

自
の
造
形
を
確
立
し
て
お
り
、
造
形
性
の
観
点
か
ら
も
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
時
代
に
お
い
て
鮮
明

に
な
り
つ
つ
あ
る
東
ア
ジ
ア
の
学
問
や
伝
統
に
棹
さ
し
て
い
る
こ
と
も
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
邦
の
崩

壊
を
境
に
し
て
、
世
界
各
国
で
は
新
し
い
絵
画
観
が
登
場
し
、
こ
の
頃
か
ら
マ
ン
ガ
的
な
手
法
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ

れ
を
い
ち
早
く
先
駆
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
種
々
の
特
質
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
楯
彦
の
絵
画
は
、
単

に
時
代
遅
れ
の
古
風
な
絵
画
だ
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
マ
ン
ガ
と
共
通
す
る
特
徴
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
か
な
り
先
鋭
な
近
代
的

作
品
で
も
あ
る
。

菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
時
代
（
中
谷
）
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大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
は
、
大
阪
北
演
舞
場
の
杉
戸
絵
十
二
枚
に
、
舞
楽
の
主
題
を
扱
っ
た
《
青
海
波
》
と
《
垣
代
》
を
描
き
、

日
本
美
術
院
の
前
田
青
邨
に
よ
っ
て
称
賛
さ
れ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
杉
戸
絵
は
北
の
大
火
で
焼
失
し
た
。
青
邨
に
よ
る
高
い
評
価
は
、

楯
彦
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
日
本
美
術
院
の
画
家
前
田
青
邨
と
楯
彦
に
は
共
通
の
志
向
、
あ
る
い
は
趣
味

が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
楯
彦
は
決
し
て
時
代
か
ら
孤
立
し
た
画
家
で
は
な
く
、
や
は
り
、
そ
の
作
風
は
時
代
思
潮
に

棹
さ
し
て
お
り
、
全
国
的
な
評
価
も
高
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
楯
彦
を
評
価
し
た
青
邨
は
、
絵
画
の
主
題
や
技
法
に
お
い
て
、
楯
彦
と

共
通
す
る
も
の
を
多
く
も
っ
て
い
た
。
日
本
美
術
院
の
画
家
ら
し
く
、
古
代
の
歴
史
や
風
俗
な
ど
の
有
職
故
実
を
は
じ
め
、
歴
史
物
語
や

日
本
の
伝
統
的
な
風
俗
な
ど
、
青
邨
は
楯
彦
の
絵
画
観
に
通
じ
る
趣
味
を
身
に
付
け
て
い
た
。
と
く
に
技
法
の
点
で
は
、
水
墨
を
基
調
に

し
た
絵
画
が
特
徴
的
で
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
《
朝
鮮
五
題
》、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
の
清
浦
奎
吾
を
描
い
た
《
奎
堂

先
生
》（
横
浜
美
術
館
）、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
の
島
崎
藤
村
作
『
夜
明
け
前
』
に
登
場
す
る
浅
見
景
蔵
（
右
幅
・
モ
デ
ル
は
中

津
川
の
国
学
者
の
市
岡
段
政
）
と
蜂
谷
香
蔵
（
左
幅
・
モ
デ
ル
は
や
は
り
国
学
の
間
秀
則
）
を
描
い
た
双
幅
《
郷
里
の
先
覚
》（
東
京
国

立
近
代
美
術
館
）
な
ど
、
墨
線
の
み
に
よ
る
肖
像
画
で
あ
る（

⚘
）。
た
だ
し
、
青
邨
が
墨
線
で
描
く
人
物
の
顔
貌
表
現
は
、
写
生
的
で
あ
り
、

楯
彦
の
マ
ン
ガ
風
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

戦
後
の
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
か
ら
、
西
山
翠
嶂
の
勧
め
で
日
展
に
参
加
し
た
楯
彦
は
、
独
学
で
や
ま
と
絵
を
は
じ
め
、
狩
野

派
、
円
山
四
条
派
、
浮
世
絵
、
中
国
絵
画
、
仏
教
美
術
な
ど
を
研
究
し
て
画
技
を
磨
い
た
。
日
展
へ
の
出
品
を
避
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
組
織
の
不
自
由
さ
を
嫌
っ
て
自
由
で
あ
り
た
い
と
願
う
大
阪
人
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る（

⚙
）。
ま
た
、
古
美
術
に
つ
い
て
の
研
究
に
も

余
念
が
な
く
、
法
隆
寺
、
東
大
寺
、
厳
島
神
社
、
高
野
山
な
ど
の
宝
物
の
調
査
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
頼
山
陽
、
香
川
景
樹
、

賀
茂
季
鷹
ら
の
書
を
収
集
し
、
漢
学
、
国
学
に
対
す
る
学
識
を
身
に
付
け
て
い
た
。
さ
ら
に
、
新
聞
紙
上
で
の
連
載
小
説
の
挿
絵
を
も
手

が
け
、
宇
田
川
文
海
、
直
木
三
十
五
、
谷
崎
潤
一
郎
ら
の
小
説
挿
絵
を
制
作
し
て
い
る
。
谷
崎
と
の
交
遊
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
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西
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に
東
京
日
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
谷
崎
の
『
聞
書
抄
』
に
楯
彦
が
挿
絵
を
描
い
た
こ
と
に
始
ま
り
、
生
涯
続
く
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

菅
楯
彦
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
原
因
は
、
西
洋
的
価
値
観
を
受
け
入
れ
た
美
術
史
家
や
美
術
評
論
家
が
、
近
代
的
な
西
洋
志
向
に
基
づ
く

偏
っ
た
評
価
を
前
面
に
出
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
近
代
絵
画
」
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
し
た
か
に
見
え
る
楯
彦
の
絵
画
を
理
解
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
美
術
館
が
、
土
方
定
一
ら
の
近
代
美
術
史
観
を
踏
襲
し
て
、
楯
彦
の
作
品
に
蓄
積
さ
れ
た
東

ア
ジ
ア
文
化
の
骨
格
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
楯
彦
を
無
視
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
、「
近
代
絵
画
」
と
は
距
離
を
お
く
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
マ
ン
ガ
、
た
と
え
ば
長
谷
川
町
子
や
横
山
隆
一
ら
の
マ
ン
ガ
と
も

共
通
す
る
楯
彦
の
斬
新
な
絵
画
を
理
解
で
き
ず
、「
純
粋
美
術
」
の
埒
外
に
あ
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
要
素
の
濃
い
絵
画
と
し
て
軽
視

し
、
近
代
の
「
絵
画
」（
painting,tableau）
と
い
う
価
値
基
準
に
よ
っ
て
楯
彦
の
絵
画
を
切
り
捨
て
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九

八
〇
年
代
以
降
、
多
く
の
研
究
者
や
美
術
館
は
、
欧
米
志
向
の
価
値
観
に
基
づ
く
「
近
代
絵
画
」
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
で
、
楯
彦
よ
り

も
遥
か
に
劣
る
近
代
洋
画
の
片
々
た
る
作
品
の
収
集
に
、
膨
大
な
費
用
を
使
い
な
が
ら
力
を
注
い
で
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

漢
学
や
国
学
、
そ
し
て
、
古
代
へ
の
志
向
を
深
め
た
楯
彦
の
作
品
群
を
指
し
て
、
大
正
期
や
昭
和
期
に
し
て
は
、
復
古
的
で
時
代
錯
誤

だ
と
考
え
る
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
皮
相
な
近
代
化
礼
賛
の
輩
だ
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
こ
こ
で
採
り
上
げ
た
楯
彦

の
作
品
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
大
阪
の
戯
画
の
本
領
で
あ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
と
ぼ
け
た
造
形
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
下
絵
《
一
休
と
虎
》（
個
人
蔵
）【
図
15
】
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ

が
、
現
代
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
も
通
じ
る
斬
新
な
作
風
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
日
本
画
の
造
形
性
を
も
踏
み
外
し
て
は
い
な

い
。
楯
彦
の
絵
画
に
見
ら
れ
る
、
気
取
ら
ず
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
、
細
部
に
拘
泥
せ
ず
に
、
基
本
的
な
骨
格
の
み
を
表
現
し
よ
う
と
す
る

菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
時
代
（
中
谷
）
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作
風
は
、
と
き
に
深
み
と
粘
り
に
欠
け
る
、
と
見
な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
が
真
に
都
会
の
文
化
の
特
質
で
あ
っ
て
、「
洗
練
」
と

い
う
意
味
の
本
質
は
こ
こ
に
あ
る
。
楯
彦
の
作
品
は
、
西
洋
文
化
が
席
巻
し
、
西
洋
絵
画
に
追
随
し
た
前
衛
的
な
近
代
絵
画
が
流
行
す
る

大
正
昭
和
の
時
代
に
あ
っ
て
、
独
立
独
歩
の
半
ば
反
近
代
的
な
旗
印
を
掲
げ
た
絵
画
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

楯
彦
は
近
代
の
画
家
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
風
俗
を
含
め
つ
つ
市
民
の
生
活
を
描
い
た
作
品
に
は
間
違
い
な
く
近
代
性
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
の
近
代
性
の
中
に
反
近
代
的
な
性
格
が
ど
の
よ
う
に
混
じ
っ
て
い
る
か
を
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
楯
彦
の
絵
画
は
、
昭

和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
土
方
定
一
に
よ
っ
て
『
日
本
の
近
代
美
術
』（
岩
波
新
書
）
が
出
版
さ
れ
、
近
代
絵
画
史
の
評
価
基
準
が

提
唱
さ
れ
た
頃
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
た
大
半
の
美
術
史
研
究
者
や
美
術
評
論
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
日
本
絵
画
史
の
研
究
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
っ
た
。
同
時
に
、
明
治
維
新
以
来
、
と
り
わ
け
大
正
期
以
後
、
日
本
の
美
術
史
研
究
者
た
ち
も
、
西
洋
化
の
流
れ
に
棹
さ
し
て
、
西
洋

文
化
に
著
し
く
頭
を
垂
れ
、
多
少
な
り
と
も
「
西
洋
化
さ
れ
た
も
の
」
に
価
値
を
見
出
そ
う
と
し
、
半
ば
反
近
代
の
狼
煙
を
上
げ
た
楯
彦

の
絵
画
を
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
近
現
代
の
マ
ン
ガ
に
対
す
る
高
い
評
価
が
な
さ
れ
る
今

日
、
戦
後
の
マ
ン
ガ
と
共
通
す
る
絵
画
を
描
い
た
楯
彦
に
つ
い
て
は
、
今
一
度
、
そ
の
「
古
さ
」
と
「
新
し
さ
」
を
踏
ま
え
て
評
価
を
改

め
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註（
⚑
）
鳥
取
県
立
博
物
館
編
『
没
後
五
十
年
菅
楯
彦
展
―
浪
速
の
粋
雅
人
の
こ
こ
ろ
―
』、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）、
八
―
一
二
頁
。
本
展
は
林
野
雅

人
氏
の
企
画
に
よ
る
展
覧
会
で
、
か
つ
て
な
い
多
数
の
作
品
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

（
⚒
）
鏑
木
清
方
、
菅
楯
彦
『
東
京
と
大
阪
』、
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）。

（
⚓
）
同
書
、
解
説
。

（
⚔
）
中
谷
伸
生
「
菅
楯
彦
、
奥
谷
秋
石
、
阪
正
臣
、
山
本
行
範
に
よ
る
合
作
『
き
つ
ね
よ
め
い
り
の
巻
』」、
伏
見
稲
荷
大
社
『
朱
』
第
五
十
号
、
平
成
十
九
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年
（
二
〇
〇
七
）、
六
一
―
七
三
頁
。
中
谷
伸
生
『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
―
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア
美
術
史
の
構
想
へ
―
』、
醍
醐
書
房
、

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
三
六
三
―
三
七
三
頁
。

（
⚕
）
明
尾
圭
造
「
浪
速
の
町
絵
師
―
菅
楯
彦
と
そ
の
絵
画
表
現
―
」、
前
掲
書
、
鳥
取
県
立
博
物
館
編
『
没
後
五
十
年
菅
楯
彦
展
―
浪
速
の
粋
雅
人
の
こ
こ

ろ
―
』、
二
五
七
―
二
六
四
頁
。

（
⚖
）
前
田
明
範
「
菅
楯
彦
の
画
業
」、『
浪
速
の
雅
人
菅
楯
彦
展
』、
倉
吉
博
物
館
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）、
四
八
頁
。

（
⚗
）
同
書
、
五
一
頁
。

（
⚘
）
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
愛
媛
県
美
術
館
、
笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館
、
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
前
田
青
邨
展
』、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）、
図
版
四
六
、

八
〇
―
八
一
頁
。

（
⚙
）
前
掲
書
、
明
尾
圭
造
「
浪
速
の
町
絵
師
―
菅
楯
彦
と
そ
の
絵
画
表
現
―
」、
二
六
三
頁
。

【
付
記
】
掲
載
し
た
新
資
料
の
材
質
寸
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。《
浪
速
文
人
図
（
下
絵
）》（
巻
子
）、
紙
本
墨
画
、
縦
28
・
3
×
横
120
・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、《
朝

賀
の
人
物
（
下
絵
）》（
ま
く
り
）、
紙
本
墨
画
、
縦
27
・
5
×
横
24
・
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、《
女
性
像
（
下
絵
）》（
ま
く
り
）、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
縦
27
・

5
×
横
24
・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、《
杯
を
挙
げ
る
崔
宗
之
（
下
絵
）》（
掛
幅
）、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
縦
27
・
5
×
横
24
・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、《
楽
器
を

奏
で
る
人
た
ち
（
下
絵
）》（
ま
く
り
）、
紙
本
墨
画
、
縦
27
・
4
×
横
24
・
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、《
一
休
と
虎
（
下
絵
）》（
掛
幅
）、
紙
本
墨
画
、
縦
27
・

5
×
横
25
・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

【
図
版
出
典
】
図
⚑
、
⚒
、
⚖
、
⚙
、
10
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
編
『
没
後
五
十
年
菅
楯
彦
展
―
浪
速
の
粋
雅
人
の
こ
こ
ろ
―
』、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）。

他
は
筆
者
撮
影
。

菅
楯
彦
と
マ
ン
ガ
の
時
代
（
中
谷
）
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図⚑ 《地ごく変》（部分）図⚔ 《浪速文人（下絵）》（部分）

図⚓ 《浪速文人（下絵）》（部分）

図⚒ 《浪速堀江市之側之図》
（部分）

図⚕ 《雪夜かき船》
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一
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図⚖ 《きつねよめいりの巻》（部分）

図⚗ 《春宵宜行》（部分）

図⚘ 《朝賀の人物（下絵）》

図⚙ 《女性像（下絵）》図10 《汝陽王逢麹車》
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図11 《杯を挙げる崔宗之（下絵）》

図12 《金毘羅船》

図13
《金比羅船》
（部分）

図14 《神倉秋景》(部分）

図15
《一休と虎（下絵）》

図16
《楽器を奏でる人たち》（部分）


